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ガイドラインから学ぶ！生殖医療アップデート
―最新エビデンスと標準化―

　生殖補助医療（ART）は不妊治療の主たる選択肢となり，2023年のデータでは出生
児の約 8人に 1人がARTによって出生している．わが国の生殖医療は自由診療を基
盤として発展し，新たな診断・治療法が迅速に臨床導入されてきたという歴史的経
緯を有する．その一方で，多様な患者背景や施設の独自方針により，診断・治療法
の実施には施設間差や医療者間差が存在してきた．こうした状況を是正し，診療の
標準化を推進する契機となったのが，2021年 11月に刊行された「生殖医療ガイド
ライン」である．これを受けて 2022年度より ARTを含む生殖医療の保険適用が拡
大され，診療の均質化と質向上を目指す取り組みが進展した．その後，2025年 9月
には改訂版「生殖医療ガイドライン 2025」が刊行され，生殖医療における標準化の
最新動向を確認する重要な節目となっている．
　本特集「ガイドラインから学ぶ！生殖医療アップデート―最新エビデンスと標準
化―」では，「生殖医療ガイドライン 2025」を踏まえ，主要な改訂ポイントや留意
点を明示するとともに，それを支える最新エビデンス，わが国の診療実態や動向，
さらに海外ガイドラインとの比較を交えて解説する．改訂の概要に加え，併存疾患
の取り扱い，周産期や児へのリスク，検査，卵巣刺激法，胚移植，PGT‒A，男性不
妊への対応といった注目すべきテーマを取り上げ，臨床現場における活用のあり方
や判断の要点を整理する．これにより，日常診療に直結する実践的知識を提供する
と同時に，専攻医や若手医師にとって教育的資源として活用できる内容とすること
を意図している．
　さらに，ガイドライン改訂を起点として今後解決すべき課題を明確化すること
で，本特集が生殖医療の標準治療の普及と深化を促すのみならず，次なる臨床・研
究の方向性を議論する契機となることを期待する．
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